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研究シーズの概要 

天気予報の精度を高めるための数値シミュレーションや、機械の設計のための空気や液体の流れのシミュレーションなど、

科学技術計算を中心にコンピュータを用いたシミュレーションが幅広く用いられています。より速く、より詳細なシミュレーショ

ン結果を得るために、処理の高速化、大規模なデータを処理する技術などが必要とされています。これらシミュレーションプ

ログラムの高速化の具体的な要望に対して、我々は、マルチコアプロセッサを使用した処理の並列化、GPU などのアクセ

ラレータを用いた高速化、FPGA を用いた処理のハードウェア化などによって高速化を実現すべく、共同研究を進めさせて

いただきたいと考えています。過去に気象予報、数値流体力学、物性物理学などのシミュレーションプログラムの高速化の

共同研究例はありますが、これらの分野に限らず、プログラムの高速化の共同研究テーマを希望しております。

研究シーズの詳細 

◆研究例◆ 物性物理学（結晶構造解析）

原子像再生の 

高速化手段の 

比較検討 

⚫ スーパーコンピュータ

⚫ アクセラレータ(GPU)  コストパフォーマンス高

⚫ アクセラレータ(FPGA)

◆研究例◆ 気象予報

大気シミュレーション 

(気温、気圧)の 

高速化手段の 

比較検討 

⚫ スーパーコンピュータ  高速実行可能

⚫ アクセラレータ(GPU)

想定される用途・応用例 

◆製造業における電子機器・機械のシミュレーションの高速化

◆機械学習を用いた最適化問題の高速化

◆組込み機器における処理の省電力化と高速化

セールスポイント 

計算の高速化というニーズと、コンピュータのアーキテクチャの進展というシーズは、コンピュータが発明されて以来、情報科

学を発展させる強い原動力となってきました。共同研究により、これらのニーズとシーズを上手くマッチングさせた成果を生

み出し、さらなるニーズとシーズを創出につなげたいと思います。 
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